
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

１１月２日（土）の「ＣＳの日」は、学校運営協議会の皆さんが中心となり、「地域の良さを知り、ふるさとを大切にす

る子どもを育成する取組」が行われました。 

午前は、「オータム交竜会」と題し、氷川町の自然・産業・人物・文化・歴史に関することについて学びました。本校出身

の竜北中２年生が先生役となり、本校各学年の子どもたちに対して素晴らしい授業をしてくれました。 

午後は、「ふれあい活動」として、伝統文化・食文化・スポーツ等に関する活動を行いました。ＣＳ委員を中心とする地域

の方々が先生役となり、一緒に作品を作り上げたり活動したりしながら、子どもたちは多くのことを学ぶことができました。 
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【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

【学校教育目標】「やる気・ゆう気・元気！一人一人が輝く 竜西っ子」～ふるさとを愛し、夢に向かってよりよく生きる児童の育成～ 

 

１年生「氷川町の生き物・自然」 ２年生「氷川町のお宝発見（農産物）」 ３年生「氷川町の魅力の大冒険」 

「オータム交竜会」（午前）の様子 

４年生「氷川町の有名人に会いに行こう」 ５年生「梨の歴史・種類・美味しさ」 ６年生「氷川町の歴史（古墳）」 

１年生「松ぼっくりけん玉づくり」 ２年生「さつまいもおやつづくり」 ３年生「アレンジフラワーづくり」 

「ふれあい活動」（午後）の様子 

４年生「い草リースづくり」 ６年生「モルック体験」 ５年生「タイダイ染め」 

午前は雨が激しい時間帯もあり、天候が心配される中で実施された「ＣＳの日」でした。しかしながら、その天候を吹き

飛ばすような、子どもたちの笑顔があふれた一日となりました。竜北中２年生、ＣＳ委員及び応援してくださった地域の方々

に心から感謝申し上げます。郷土の素晴らしさを感じながら、大人も子どもも楽しく学び合う有意義な機会となりました。 
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